
　

町
会
長
の
皆
さ
ん
、
各
種
団
体

の
皆
さ
ん
の
多
大
な
支
え
、
地
区

の
皆
さ
ん
の
温
か
な
ご
理
解
に
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
に

大
変
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

あ
た
ら
し
の
郷
協
議
会
か
ら
発

信
さ
れ
て
い
る
防
災
、
災
害
時
の

対
応
に
つい
て
は
、
高
齢
化
が
進
む

中
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
確
実
な
備

え
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
自
助

行
動
が
一
番
で
す
が
、
普
段
の
生

活
の
中
で
、ひ
と
昔
前
ま
で
あ
った
、

ご
近
所
さ
ん
の
「
ご
近
助
力
」
が

よ
り
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
皆

さ
ん
の
大
切
な
声
を
基
に
、
地
域

づ
く
り
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
いつ

ま
で
も
安
心
し
て
、
心
地
よ
く
住

み
続
け
ら
れ
る
新
村
に
し
て
欲
し

い
と
願
って
い
ま
す
。
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
町
会
連
合
会
長

を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
お
力
添
え
を
頂

き
な
が
ら
精
一
杯
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
末
に
住
民
主
体
で

の
地
域
づ
く
り
を
目
標
に
、
緩
や

か
な
協
議
体
と
し
て
「
あ
た
ら
し

の
郷
協
議
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

新
村
地
区
に
あ
る
多
く
の
会
や

団
体
の
横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
４
部
会
で
様
々
な
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。
各
部
会
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
に
つい
て
意
見
交
換
を
し
、

昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
あ
り

ま
す
買
い
物
弱
者
対
策
や
災
害
時

の
対
応
な
ど
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

町
会
連
合
会
と
し
て
意
思
疎
通

を
図
り
連
携
を
深
め
て
、
よ
り
住

み
や
す
い
新
村
地
区
を
求
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
月
27
日
（
金
）
松
本
35
地
区

を
歩
く
を
目
標
に
、
今
回
は
安
曇

地
区
を
26
名
で
訪
ね
ま
し
た
。

　

乗
鞍
高
原
は
ま
だ
早
春
で
、
水

芭
蕉
の
見
ご
ろ
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
雪
解
け
水

の
川
や
池
を
巡
り
、
心
地
よ
く
歩

い
て
来
ま
し
た
。

お
で
か
け

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

30
年
度
の
町
会
長
紹
介

【
町
会
長
】

上
新
東
　
土
屋
　
善
基

上
新
西
　
山
田
　
泰
雄（
副
会
長
）

根
　
石
　
細
井
喜
四
郎

安
　
塚
　
西
原
　
賢
次

山
　
王
　
宮
下
　
謙
一

南
新
中
　
宮
﨑
　
和
男（
監
事
）

南
新
東
　
百
瀬
　
泰
光（
会
計
）

東
　
新
　
小
野
宇
一
郎（
監
事
）

北
新
中
　
花
村
　
伸
一

北
新
南
　
日
詰
　
政
男（
副
会
長
）

北
新
西
　
熊
井
　
靖
夫

北
新
東
　
永
田
　
豊
彦

下
新
南
　
石
井
　
智
依

下
新
北
　
山
下
　
陽
一（
会
長
）

町会連合会長
山下陽一

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
猫
弁
」

　

読
書
好
き
な
方
は
も
ち
ろ
ん
、

猫
好
き
（
？
）
な
方
も
…
。

　

ミ
ス
テ
リ
ー
が
大
好
き
な
私
が

お
す
す
め
す
る
こ
の
本
は
、
東
大

卒
の
天
才
弁
護
士
で
あ
り
な
が
ら
、

お
人
好
し
な
主
人
公
と
い
う
設
定

で
す
。

　

こ
の
主
人
公
が
理
不
尽
な
目
に

次
々
と
遭
い
な
が
ら
、
進
ん
で
い

く
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
霊
柩
車
が

ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
。
そ
れ
を
、内
々

に
処
理
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た

猫
弁
。

　

と
て
も
読
み
や
す
く
、
す
ら
す

ら
と
読
め
る
本
で
す
。
続
編
も
出

て
い
て
、
ド
ラ
マ
化
も
さ
れ
て
い

て
、
注
目
の
本
で
す
。
次
は
？
ど

う
な
る
の
？
引
き
込
ま
れ
ま
す
。

本
・
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

図
書
委
員　

郷
津　

亜
希
子

私
の
オ
ス
ス
メ
図書

図
書
コ
ー
ナ
ー
の
中
か
ら
図
書
委
員

一
押
し
の
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

『
猫
弁天才

百
瀬
と
や
っ
か
い
な
依
頼
人
た
ち
』

大
山
淳
子
著

雄大な乗鞍岳を背に歩きます。

屋根より高い鯉のぼり

新
町
会
連
合
会
長
あ
い
さ
つ

退
任
の
あ
い
さ
つ

前
町
会
連
合
会
長
　
新
村 

芳
男
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新村の人口・世帯数
平成 30 年 5 月１日現在
人　口　3,255人
世帯数　1,305世帯



● 

人
　
事
　
往
　
来 

●

【
運
営
委
員
】

　

運
営
委
員
長

	
山
下　

陽
一

　

副
運
営
委
員
長

	

古
畑　

敏
幸

　

町
会
連
合
会
副
会
長

	

山
田　

泰
雄

　

町
会
連
合
会
副
会
長

	

日
詰　

政
男

　

町
内
公
民
館
長

　

上
新
東	

清
澤
千
太
江

　

上
新
西	

日
西　

邦
明

　

根　

石	

輿　
　

正
一

　

安　

塚	

古
畑　

敏
幸

　

山　

王 	

上
條　

哲
志

　

南
新
中	

武
居　

英
俊

　

南
新
東	

波
多
腰　

力

　

東　

新	

田
中　

武
徳

　

北
新
中	

臼
井　

和
孝

　

北
新
南	

新
村　

栄
治

　

北
新
西	

長
岡　

正
員

　

北
新
東	

三
村　

章
博

　

下
新
南	

折
井　

太
一

　

下
新
北	

津
田　

武
敏

　

芝
沢
小
学
校
長

	

飯
沼　

秀
文

　

高
綱
中
学
校
長

	

矢
島　
　

勤

　

新
村
保
育
園
長

	

寺
島　

洋
子

　

児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

	

白
田　

優
子

　

芝
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

	

平
林　
　

学

　

高
綱
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

	

河
内　

雅
之

　

保
育
園
保
護
者
会
長

	

栁
澤　

淳
美

　

体
育
協
会
会
長

	

山
田　

雄
一

　

館
報
編
集
委
員
長

	

川
合　

文
明

　

図
書
委
員
長

	

本
多　

典
子

　

視
聴
覚
委
員
長

	
花
村　
　

信

　

子
ど
も
会
育
成
会
長

	

山
田　

一
男

　

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長

	

上
條
美
喜
子

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長

	

小
野　

幸
代

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
村
会
長

	

門
松　

昭
雄

　

福
祉
ひ
ろ
ば
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

	

輿　
　

博
美

	

宮
下　

幸
江

【
館
報
編
集
委
員
】

　

上
新
西	

関　
　

久
恵

　

下
新
南	

武
井　
　

剛

　

根　

石	

輿　
　

賢
次

　

東　

新	

平
原　

美
香

　

南
新
東	

乾　
　

文
子

　

北
新
南	

百
瀬　

文
秀

　

松
本
大
学	

山
岸
明
日
香

　
　

〃	

須
藤　

駿

　
（
全
市
版
編
集
委
員
）

　

山　

王	

山
口　
　

茂

【
体
育
委
員
】

　
南
新
中	

青
木
　
秀
行

　
山
　
王	

高
橋
　
昌
記

　
南
新
東	

手
塚
　
修
二

　
下
新
南	

武
井
　
　
剛

　
北
新
中	

松
宮
　
俊
夫

　
上
新
西	

関
　
　
満
彦

【
図
書
委
員
】

　
山
　
王	

土
屋
ま
ゆ
み

　
山
　
王	

郷
津
亜
希
子

　
南
新
東	

波
多
腰
み
つ
子

　
東
　
新	

田
中
　
順
子

　
上
新
東	

北
林
喜
美
子

【
視
聴
覚
委
員
】

　

北
新
東	

浅
川　

安
治

　

上
新
西	

関　
　

徳
雄

　

安　

塚	

川
久
保
勝
義

　

北
新
西	

新
田　

諄
明

　

下
新
北	

北
原　

剛
弘

　

北
新
東	

原
田　
　

裕

【
も
の
ぐ
さ
大
学
理
事
】

　（
理
事
長
）

　
下
新
北	

山
下
　
陽
一

　
北
新
西	

新
田
　
諄
明

　
下
新
北	

川
合
　
文
明

　
南
新
中	

上
原
　
哲
郎

　
南
新
東	

輿
　
　
勝
登

　
山
　
王	

上
條
　
貴
子

　
北
新
南	

入
膳
　
尊
子

　
根
　
石	

久
保
田
和
孝

　
山
　
王	

山
口
　
　
茂

【
新
村
公
民
館
職
員
】

　

館　

長	

関　
　

成
任

　
館
長
補
佐	

百
瀬　

秀
樹

　

嘱　

託	

上
條　
　

結

　

嘱　

託	

山
岸　

良
野

【
新
村
地
区
担
当
保
健
師
】

　

技
術
員	

小
川　

彩
香

　
美
術
館
め
ぐ
り

公
民
館
委
員

町
会
憩
い
の
場

～
上
新
東
・
西
町
会
～

異
動
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
担
当
保
健
師
　
齋
藤
　
美
和

　

新
村
地
区
で
の
経
験
を
今
後
の

保
健
師
と
し
て
の
仕
事
に
活
か
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
新
館
報
編
集
委
員
紹
介

　

本
年
度
よ
り
館
報
編
集
委
員
会

の
編
集
業
務
に
携
わ
ら
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
不
慣

れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
精
一
杯
務

め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
公
民
館
報
の
編

集
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
松
本
大
学
２
年
の
須
藤
駿

と
申
し
ま
す
。
館
報
を
よ
り
良

い
も
の
に
し
て
い
け
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
新
村
地
区
を
担
当

し
ま
す
、
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
の

小
川
彩
香
で
す
。
皆
さ
ん
に
地
区

の
様
子
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
健
康
に
つ
い
て
お
話
し
て
い

き
た
い
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
！

●
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

前
公
民
館
主
事
　
田
邊
　
健
史

　

新
村
公
民
館
で
は
、
４
年
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
に

　

４
月
13
日
（
金
）
伊
那
市
「
信

州
高
遠
美
術
館
」
に
、
歌
手
で
あ

る
八
代
亜
紀
の
絵
画
展
を
見
学
、

21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
国
内
外

の
絵
画
展
に
何
度
も
入
賞
す
る
ほ

ど
の
腕
前
を
持
つ
彼
女
の
ア
ー
ト

の
世
界
は
感
性
豊
か
で
あ
り
、
繊

細
な
筆
遣
い
で
見
る
人
の
心
に
語

り
か
け
て
く
る
も
の
で
し
た
。

　
「
天
が
二
物
を
与
え
た
人
」
も

い
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
当
日

は
楽
し
み
で
あ
っ
た
高
遠
コ
ヒ

ガ
ン
ザ
ク
ラ
が
散
っ
て
し
ま
っ

て
残
念
で
し
た
が
、
天
候
に
恵

ま
れ
、
中
央
ア
ル
プ
ス
、
南
ア

ル
プ
ス
の
雄
大
な
景
色
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

上
新
両
町
会
と
パ
ソ
コ
ン
ク

ラ
ブ
の
有
志
が
、
毎
月
、
第
一
木

曜
日
に
パ
ソ
コ
ン
勉
強
会
、
第

三
木
曜
日
は
「
サ
ロ
ン
気
ま
ぐ

れ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
駄だ
べ弁
り
が
主
体
で
し

た
が
次
第
に
現
役
時
代
の
知
識

や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
、
趣
味
の

仲
間
づ
く
り
に
変
化
し
て
き
て

お
り
、
本
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
原
点
と
い
え
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

人
生
百
年
と
い
わ
れ
る
近
頃
、

末
永
く
周
り
の
人
と
楽
し
く
暮

ら
し
て
い
け
る
、
そ
ん
な
地
域

の
一
助
に
サ
ロ
ン
が
な
っ
た
ら

と
思
っ
て
開
い
て
お
り
ま
す
。

時には熱心な意見交換！

新担当保健師
小川彩香

新編集委員
百瀬文秀

新編集委員
須藤駿
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